
住
宅
設
計
施
工
な

ど
の
�株
ビ
ー
デ
ィ
ー

エ
ム
（
南
区
堀
越
三

丁
目
二
三
―
一
五
、

渡
部
一
夫
社
長
）は
、

引
渡
し
後
の
不
備
が

多
い
中
国
の
住
宅
市

場
へ
、
向
こ
う
一
年

半
を
め
ど
に
、
品
質

を
重
視
す
る
日
本
の

住
宅
産
業
の
仕
組
み

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

て
持
ち
込
む
。
大
連

市
建
築
装
飾
行
業
協

会
（
八
六
五
社
、
孫

普
会
長
）
の
九
人
が

仕
組
み
の
構
築
を
目

的
に
４
月
２４
〜
２８
日
、
広
島
市
内
の
マ
ン

シ
ョ
ン
施
工
会
社
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
住

宅
性
能
評
価
機
関
な
ど
八
社
を
視
察
。
事

業
化
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
格
好
だ
。

中
国
の
住
宅
は
マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の

躯
体
だ
け
の
販
売
が
一
般
で
、
内
装
は
施

主
が
独
自
で
建
材
や
施
工
業
者
を
選
ぶ
た

め
設
計
か
ら
完
成
ま
で
の
一
貫
性
に
欠
け

居
住
性
に
問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

建
築
工
程
の
工
業
化
や
建
材
の
標
準
化
が

遅
れ
、�
産
業
化
�
が
進
ん
で
い
な
い
の
が

実
情
。
中
国
政
府
は
各
省
・
市
に
住
宅
産

業
の
施
策
を
求
め
て
い
る
。
同
社
は
、
設

計
か
ら
施
工
管
理
、
完
成
、
保
証
ま
で
の

日
本
の
専
門
分
業
化
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
を
盛
り
込
ん
だ
独
自
の
施
工
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

中
国
の
施
工
業
者
や
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ

パ
ー
に
提
供
す
る
計
画
。
高
品
質
で
コ
ス

ト
を
抑
え
た
ブ
ラ
ン
ド
住
宅
が
建
設
で
き

る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
Ｆ
Ｃ
展
開
も
視
野

に
入
れ
る
。
同
協
会
や
日
中
の
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
な
ど
と
設
立
す
る
合
弁
会
社
を
事
業

主
体
と
す
る
。

事
業
提
携
す
る
上
海
市
の
日
本
広
告
代

理
店
が
、�
日
本
式
�
住
宅
の
普
及
活
動
に

向
け
現
在
、
住
宅
購
入
予
定
者
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
作
成
中
。
視
察
先
の
広
島
市
内
の
企
業

の
中
に
は
、
事
業
参
画
の
意
向
を
示
す
と

こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
大
連
市
で
は
年
間

四
万
戸
、
周
辺
地
区
を
合
わ
せ
て
一
〇
万

戸
以
上
の
住
宅
市
場
が
あ
る
と
い
い
、シ
ス

テ
ム
の
普
及
で
利
用
料
の
収
益
を
見
込
む
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
プ
ラ
イ

ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
出
店

賃
貸
仲
介
の
�株
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
プ
ラ

イ
（
中
区
南
竹
屋
町
二
―
三
二
、
水
野
隆

司
社
長
）
は
、
東
区
若
草
町
一
四
―
二
八

に
「
ア
パ
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ
広
島
駅
新
幹
線

口
店
」
を
４
月
２１
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。

本
店
、
東
広
島
市
の
広
大
前
店
（
西
条

下
見
）、
西
条
駅
前
店
（
西
条
本
町
）
に
続

く
四
店
舗
目
。
従
来
か
ら
転
勤
者
な
ど
法

人
向
け
や
学
生
の
需
要
が
高
く
、
来
広
者

に
と
っ
て
広
島
の
玄
関
口
で
東
広
島
市
と

を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
周
辺
で
の
出
店
を
検

討
し
て
い
た
。
面
積
は
七
六
・
四
�
㍍
。

五
人
体
制
で
営
業
時
間
は
午
前
９
時
半
〜

午
後
６
時
。
水
曜
定
休
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重

症
呼
吸
器
症
候
群
）

の
こ
と
を
覚
え
て

お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
？
２
０
０
２

年
１２
月
に
中
国
広
東
省
か
ら
香
港
へ
、
そ

し
て
東
南
ア
ジ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
へ
と
広

が
っ
た
新
型
（
当
時
）
の
呼
吸
器
感
染
症

で
、
感
染
の
急
激
な
拡
大
、
原
因
は
新
型

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
を

持
っ
て
い
た
野
生
動
物
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
や

コ
ウ
モ
リ
、
約
一
〇
％
の
高
い
死
亡
率
な

ど
、
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の

冬
に
、
一
人
の
外
国
人
が
関
西
旅
行
か
ら

帰
国
直
後
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
判
明
し
た
た
め

に
、
そ
の
立
ち
寄
り
先
で
は
大
騒
ぎ
と
な

り
ま
し
た
。
広
島
に
も
余
波
が
あ
り
、
院

内
で
広
が
る
と
さ
ら
に
大
変
と
、
決
め
ら

れ
た
医
療
機
関
で
の
対
応
と
し
ま
し
た
。

あ
の
外
国
人
旅
行
者
と
同
じ
旅
行
地
に
行

っ
た
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
飛
行
機
に
乗
っ

た
か
ら
、
さ
ら
に
は
流
行
地
か
ら
帰
っ
た

か
ら
と
、
カ
ゼ
症
状
の
人
か
ら
の
相
談
や

受
診
が
続
き
ま
し
た
。
幸
い
日
本
で
は
感

染
者
は
発
生
せ
ず
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
パ
ニ
ッ
ク

も
数
ヵ
月
で
終
息
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
忘
れ
か
け
た
２
０
０
３
年

末
、
山
口
県
の
鶏
舎
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
集
団
発
生
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
新

し
い
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
９
９
７
年
に
は
香

港
で
、
ニ
ワ
ト
リ
だ
け
で
な
く
人
に
初
め

て
感
染
し
た
こ
と
で
世
界
を
驚
か
せ
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
が
人
に
流
行
す
る
よ
う
な
ウ
イ
ル
ス

に
変
異
す
る
と
、
こ
の
新
型
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
免
疫
力
を
持
っ
て
い
な
い
人
間
の

世
界
で
は
大
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

で
す
。
こ
れ
ま
で
人
類
は
、
当
時
の
新
型

ウ
イ
ル
ス
で
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
（
１
９
１
８

年
）、
な
ど
三
度
の
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
）
を
経
験
し
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
最
近
の
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
動
向
は
非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ア
ジ
ア
を
中
心
に
濃
厚
に
鳥
と

接
触
し
た
二
〇
〇
人
近
く
が
こ
の
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
半
数
以
上
が
死
亡
し
た
り
、

日
本
で
は
今
年
１
月
に
宮
崎
県
、
岡
山
県

の
鶏
舎
で
の
ニ
ワ
ト
リ
の
集
団
感
染
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
人
に
流
行
を
起

こ
す
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
の
専
門

家
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
へ
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
こ
と
は
間
近
だ

と
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
新
し
い
感
染
症

と
の
闘
い
は
続
き
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
、
こ
れ
ら
の

情
報
に
注
意
し
、
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

広
島
市
医
師
会
副
会
長

県
立
広
島
病
院
呼
吸
器
内
科
部
長

桑
原

正
雄

�日本式�住宅施工手法を中国へ
大連市の関連業者が同業者視察
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